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　「やってみよう」と背中を押す力
名古屋ワイズメンズクラブ  塩田  保

　私は現在95歳になります。昭和5年、大阪に生まれま
した。幸いにも1年若かったため戦争の経験をすること
はありませんでした。戦後の混乱期を経て豊田通商に入
社し、商社マンとしての人生を歩み始めました。戦後、
世界の需要が急激に高まり、日本からの輸出にも追い風
が吹きました。私はその流れの中で、アメリカとの取引
に携わるようになり、やがてニューヨークに拠点を開設。
その後、現地で20年間勤務しました。
　アメリカでの仕事は、言葉も文化も異なる中での挑戦
でした。初めて渡米したとき、英語には多少自信があっ
たつもりでしたが、現地では思うように通じず、苦労の
連続でした。それでも、「やってみろ」「任せてみるよ」と、

私の背中を押してくれる上司や先輩の存在がありました。
その励ましが、私の大きな支えとなりました。
　「やってみろ」の一言があったからこそ、私は未知の世
界に飛び込み、多くの経験を積むことができました。や
がて日本製品は世界で高く評価されるようになり、自動
車や電化製品の輸出も拡大。私自身もその一翼を担い、
商社マンとして充実した年月を過ごすことができました。
今、私が強く感じるのは、「若い人にチャンスを与えるこ
との大切さ」です。迷っている若者の背中をポンと押し、

「一度やってみなさい」と声をかける。たった一言で、そ
の人の人生が大きく動き出すことがあります。私がそう
して育ててもらったように、次の世代にもその役割を渡
していきたいと願っています。
　どうか皆さんも、若い人たちに温かな声をかけてあげ
てください。その一言が、未来を拓く力になると信じて
います。

  2024年度表彰者
70年：浅野 猛雄
30年：中條 秀和　牧野 和博
20年：�井上 剛志　川口 恵　
	� 川本 龍資　近藤 よし恵　
	 下村 明子　谷川 修　
	 藤田 瑠美
10年：磯見 あや　河部 薫

  2025年度表彰者
70年：加藤 満
60年：久保田 啓　吉田 一誠
50年：加藤 明宏　桐山 潤　
	 相馬 静香　松本 勝
40年：山口 榮三
30年：伊左治 真　春日 裕忠　
	 田中 万寿　
10年：清水 美佐子　関谷 久恵　
	 山田 公子

  50年以上継続会員
74年：鈴木 浩之
71年：浅野 猛雄
70年：加藤 満
69年：八木 武志
65年：小尾 雅彦
64年：秋重 殉
63年：寺本 英郎
60年：久保田 啓　吉田 一誠
59年：黒田 忠嘉
58年：荒川 文門　岩瀬 康彦
56年：山本 徹
55年：星島 和空　山本 和子
54年：小島 とよ子
53年：池野 輝昭

  ユースボランティア認証
伊藤 莉子（ちゅら）　加藤 愛唯（くらりん）　鎌田 桃羽（タルト）　
櫛田 彩愛（もちもち）　西口 拓海（ベルーガ）　安田 涼帆（クック）

第12回名古屋YMCA大会
2025年6月29日（日）　於  ホテルルブラ王山

表　彰　者 （敬称略)

6 月号に続き大会でいただいたスピーチの内容を紹介して参ります。次面もご覧下さい。

あなたにとってのmeaningful work とは？
名古屋YMCA大会実行委員長  河合 皓太

　今回のYMCA大会では、vision2030の４
つの柱の一つ「meaningful work」に焦点
を当て、10代から90代までの幅広い世
代が、それぞれの立場で話し合い、仕
事のやりがいや働くことの意味につい
て考えました。　特に、ユースリーダーにとっては、これ
から職業選択をしていく上で非常に貴重な経験となった
のではないでしょうか。私も、ゲストスピーカーの話や、
その後のグループディスカッションを通して、自分の仕
事に対するやりがいや素晴らしさを再認識することがで
きました。
　来年度もまた、多くのみなさんとYMCA大会でお会いで
きることを楽しみにしています。最後になりましたが、
YMCA大会を開催するにあたりご尽力いただいた皆様に感
謝申し上げます。ありがとうございました。
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　今年で32回目を迎えるインターナショナル・
チャリティーランは、障がいのある子どもたちを支
援するとともに、“障がい”への社会的な理解と関心
を高めることを目的とした大会です。皆様からお預
かりした支援金は、障がいのある子どもたちの体操
教室や様々な体験活動をするための運営費として大
切に活用させていただきます。多くの参加者や支援
者の皆さまと共に無事に本大会が開催されることを
願っています。ご支援・ご協力の程よろしくお願い
いたします。� （担当スタッフ　谷口 みはる）

【日　程】	 2025年11月1日(土)　9：30～13：00
【場　所】	 名城公園
【申　込】 	� 添付のチラシをご確認ください

	� 支援金、賞品協賛のご協力もぜひお
願いいたします！

【支援先】 	 三菱UFJ銀行　きよなみ支店　
	 普通 1117994 公益財団法人名古屋YMCA

　やりがいを育む職場づくり
南山幼稚園 保護者

  
三輪 剛士

　私が「やりがい」と「雇用環境」について深く考えるよ
うになったのは、自身のクリニック開業を準備し、ス
タッフと共に働く未来を思い描く中でのことでした。
　私にとっての「やりがい」は、大きく2つ。社会への
貢献を実感すること、そして自らの成長を感じること
です。医療職は感謝の言葉を直接いただく機会も多
く、貢献実感は得やすいですが、成長や職場での存在

価値は、環境に左右されやすいと感じています。
　私は、やりがいは「自ら見つけるもの」であると同時
に、「雇用主が創出するもの」でもあると考えています。
感謝の言葉を制度化したメッセージカード、成長支援
としての勉強会や資格取得支援など、小さな仕組みを
積み重ねることで、社員が安心して挑戦し、成長でき
る場をつくりたいのです。
　「ただ働く」のではなく、「自分の専門性を発揮し、社
会に貢献しながら成長する」。そんな職場こそが、や
りがいある雇用のかたちだと信じて、これから挑戦し
てまいります。

第32回 インターナショナル・チャリティーラン

前回は残念ながら大会史上 2度目の雨・・・
今年は晴れるように祈りましょう！

新採用職員紹介

南山ファミリーYMCA　秋山 桃子

　7月より南山ファミリーYMCA
に入職いたしました秋山桃子と
申します。未熟な点が多く、日々
学びの連続ではありますが、温

かく迎えてくださった皆様のおかげで、少しずつ業務
に慣れ、前向きに取り組んでおります。まだまだ学ぶ

べきことは多くありますが、一つひとつの経験を糧に、
誠実に、そして丁寧に業務に向き合いながら、着実に
成長していきたいと考えております。また、これから
も人とのつながりを大切にし、感謝の気持ちを忘れず、
地域の皆様や子どもたちが安心して過ごせる環境づく
りに努めてまいります。今後ともご指導ご鞭撻のほど、
どうぞよろしくお願い申し上げます。
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キャンプ最高!再考?
　今年の夏も、日和田高原キャンプ場には多くの子ども

たち（大人たちも）が訪れてくれました。8月前半、名古

屋市内は40度近い酷暑でしたが、標高1,400メートルの

キャンプ場は極めて快適です。若い頃はキャンプ場に着

くと「あれをしたい」「これもしたい」と、プログラムを考

えるのが楽しみでした。しかし年を重ねるにつれ、何も

しない「のんびりキャンプ」の良さを感じるようになりま

した。

　昼過ぎにキャンプ場に到着した子どもたちは、飛び跳

ねるバッタに興味津々。けれども、まずはお弁当を食べ、

持ってきた荷物を部屋に運ばなければなりません。「先に

お弁当を食べてから遊びなさい」ではなく、「まずはバッタ

を捕まえてもいいよ」と言ってあげたいと思いませんか?

　メインロッジ前の水場では、御岳山の湧き水が常時

ホースから流れています。暑い夏には水遊びが最高です。

「濡れるから水遊び禁止」ではなく、「濡れたら着替えれば

ええやん」と思います。

　野外料理の定番、カレー作り。燃えそうな薪を集めて、

マッチで火をつけます。初めての火起こし。効率よく火

をつけるために手順を細かく教えるよりも、100回失敗

する方が面白い。どうしても困ったときに、そっと教え

てあげるのが大人の役目です。

　優しい大人たちに囲まれて、本当に何もしなかった低

学年の子。最後には大人に本気で怒られていましたが、

そんな時でも最後まで優しく接していたのは高学年のお

兄さんでした。

　明け方の気温は20度を下回り、肌寒さを感じるほど

ですが、夜寝る時間の室内はまだ蒸し暑く感じます。そ

れでも子どもたちは、額に汗を浮かべながら寝袋にくる

まって眠っています。暑かったら寝袋から出たらいいの

にと思いましたが、引率の先生は「初めての寝袋が嬉し

いから」と、優しく見守ってくれていました。

　自由な時間が多いほど、子どもたちはさまざまな発見

をするのでしょう。たくさんのバッタを虫かごに入れて

いたお友だちは、帰る時にはすべて自然に戻し、「ここの

周りはバッタだらけだよ」と、なぜか誇らしげに話して

いました。

　自然の中でみんなと暮らす時間は、やっぱり面白い。

心からそう思える、素敵な夏でした。

� （中村  隆）

　神沢ファミリーYMCAに移転し8か月が経ちました。
子どもたちはすっかり新しい環境に慣れたようで、毎
日のびのびと過ごしています。
　幼児や小学生たちはホールで体を動かしたり、折り
紙や塗り絵をしたりと好きな遊びを楽しんでいます。
最近のプログラムではかみさわ保育園の園児と交流し、
韓国料理の作り方を教えてもらいました。中学生たち
は部活やテストで忙しく、通所日数が減ってしまった
子もいますが、今年度より高学年向け余暇活動日を設
け、会う機会を増やしています。
　今後は新しい仲間も迎え、さらに賑やかに過ごして
いきたいです。� （担当スタッフ　平 真輝）

　６月末、バス3台で浜松へ行きました。春と秋の遠
足は、勉強とアルバイトで忙しい学生たちが、学校の
みんなとバスに揺られて少し遠出ができる楽しい時間
です。不安定な天候でしたが、梅雨の晴れ間に恵まれ
ました。今回はお菓子工場を見学し、浜松城公園でラ
ンチタイムを過ごした後、メインイベントである浜松
まつり会館での凧作り体験をしました。思い思いに絵
を描き、日本の伝統文化である凧に触れました。
　普段とは少し違う体験の中で、楽しい思い出と、新
たな発見や学びをお土産にしてくれているように感じ
ました。� （担当スタッフ　堀部 有希子）

発達サポートYMCAかみさわ日本語学校　新入生歓迎会
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「名古屋YMCAは、キリスト教精神に基づ
き、すべての人びとに、生涯にわたる学
習の場と、社会参加の機会を提供し、相
互の交わりと連帯を通して、共に生きる
世界の実現を目指します。」

喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きな
さい。（ローマの信徒への手紙12章15節）

名古屋YMCA	 052-757-3331
YMCAこひつじ保育室	 052-757-5530
南山ファミリーYMCA	 052-831-6968
南山幼稚園	 052-831-8271
神沢ファミリーYMCA	 052-879-6300
YMCAかみさわ保育園	 052-879-6222
名古屋YMCA日本語学院	 052-531-0077
発達サポートYMCAかみさわ	 052-879-6300
かりやYMCA保育園	 0566-62-8227

お問い合わせ

https://nagoyaymca.org

名古屋YMCA
使命

2025年度聖句

維持会員感謝・ご寄付感謝　（2025年6月20日〜8月21日）　　
維持会員（継続）　　	
　伊藤　暢浩　　秋重　　殉　　林　　敦子　　山口　朋楓　　大田美沙華　　深谷　萌菜　　酒井　陽向　　星島　和空
　橋本　　啓　　伊左治　真　　井上　剛志　　川口　　恵　　斉藤　典子　　深谷　朗子　　磯部　　徹　　久保田　啓
賛助会員（継続）　
　株式会社中島建築事務所　　株式会社テツタニ　　タイガー総業株式会社　　オリエンタルビル株式会社　　　　
　ホーユー株式会社　　日研オフィスシステム株式会社　　豊田通商株式会社　　東海窯業原料株式会社　　株式会社矢場とん
　中部日本放送株式会社　　敷島製パン株式会社　　株式会社イズミック　　日本特殊陶業株式会社　　岡谷鋼機株式会社 他
寄付金・募金
 （学童キャンプ）　
　吉川　裕子　　義井　裕子　　名古屋ロータリークラブ　　磯部　　徹
　林　　敦子　　渡辺　　孝　　塩田　　保　　柳生　祥子　　小尾　雅彦
　牧野　和博　　下村　徹嗣　　坂口　功祐
  （YMCA大会）　　グランパスワイズメンズクラブ

10周年記念同窓会
　6月29日(日)に記念同窓会を開催しました。当日は
在園児及び卒園児のご家族をはじめ、平井真紀前園長、
先生たち等、多くの方々にご参加いただき、笑顔あふ
れるひとときとなりました。
　中井信幸園長による記念礼拝から始まり、心ひとつ
に讃美歌『この花のように』を歌いました。　また、お
もいでムービーの鑑賞、ミニゲーム、写真展示を行い、
交流を楽しみました。「大きくなりましたね!!」「会えて
嬉しい」と再会と成長を歓ぶ声が響きました。こひつ
じ保育室での思い出が、今後の人生をより豊かにする
ものであるよう願っています。�（保育士　田邉 英里香）

寄付のお願い
　10周年記念募金を実施いたします。
　開園当初に整えた保育用品は、10年間大切に使い続
けてきましたが、散歩車や玩具、椅子等に破損や消耗
が目立つようになっています。特に散歩車は安全面か
らも買い替えが必要な時期を迎えています。
　これからの10年も、子どもたちが安心・安全に過
ごせる環境を守るため、新しい保育用品の導入を計画
しています。
　未来を担う子どもたちのために、温かいご支援・ご
寄付をよろしくお願い申し上げます。

【寄付の方法】
①�ゆうちょ銀行振込：同封の振込用紙をご利用

ください

②銀行振込：下記銀行口座へお振込みください
　　三菱UFJ銀行  きよなみ支店  普通  1117991　　
　　公益財団法人名古屋YMCA

③窓口：�名古屋YMCA各拠点窓口にてお支払い
ください

こひつじ保育室10周年

日時　9月2日（火）  7:45〜　
会場　名古屋YMCA　チャペル　
奨励　田原吉胡伝道所代務　
　　　高岡　清先生

早天祈祷会 


